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 新年の1月1日～7日まで、入り口正面に

リハパーク神社を設置しておりました。普

段、参拝に行けないご利用者様の為に、何

かできないかと考え、職員の手作りで作成

した神社です。 

 今年も多くのご利用者様、ご家族様に参

拝して頂きました。お賽銭は近くの舞岡八

幡宮に奉納して、皆様の代わりに一年の御

祈願をして参りました。 

 

 施設長 本田 守弘 

 あけましておめでとうございます。今年で8年目を迎える当

施設は設立以来、多職種連携で各種介護サービスに取り組んで

きました。今回、これ等の中から「摂食・嚥下リハビリテー

ション」を紹介させて頂きます。 

 施設入所時に医師が嚥下機能のチェックをし、問題がある場

合は管理栄養士が咽喉マイクで嚥下音を記録し、より精細に分

析し、評価して対応を致します。さらに歯科医、歯科衛生士を

加えた全職種のスタッフが実際に食事現場で観察し、評価する

ミールラウンドを実施。食前の「摂食・嚥下訓練」、食後の

「口腔ケア」と合わせて効果を上げています。 

 本年もサービスをブラッシュアップし、地域の皆様に愛さ

れ、誇りとなる老健施設を目指しますので、ご支援の程宜しく

お願い申し上げます。 

 リハパーク神社     舞岡八幡宮   
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箸でつかむ健康 第17回  施設での食事について 

 

 私が治療に携わる中で多くの利用者様に共通している症状があります。 

それは“むくみ”です。むくみを調べているとさまざまな事が分かりました！ 

今回から“むくみ”について少しお話しできればと思います。 

初回は“むくみ”とは？ むくみの定義を勉強しましょう！ 

むくみ（浮腫）とは、細胞外の組織間隙に生理的な代償能力 

を凌ぎ過剰な体液（水分）が貯留した状態 を“むくみ”と 

言うそうです！わかりやすく言うと、様々な原因によって、 

細胞と細胞の間の水分（間質液）が血管に戻らず、これが余 

分な水分として過剰に溜まった症状です。 

どうでしょう？お分り頂けましたか？ 

次回は“むくみ”の原因となる部分を勉強していきましょう！ 

管理栄養士 苅部 康子 

今回は、リハパーク舞岡で提供しているお食事の工夫をご紹介いたします。 

当施設では、美味しいお食事を心がけていることは勿論のこと、口腔機能・嚥下機能に応じ

た食事形態を、心臓病、糖尿病、腎臓病など慢性疾患とあわせ、ご利用者様お一人おひとり

に適したお食事をご用意しております。 

また、ご自宅等に戻られる際には具体的な食のサポートを、多職種と実践しております。 

食事や栄養に関するご質問は、ぜひリハパーク舞岡 管理栄養士にご相談ください。 

新しい年が皆さま方にとりまして、幸多き年となりますよう心よりお祈り申し上げます。 

本年もよろしくお願いいたします 

理学療法士 竹田 裕也 

「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整分類2013」に準ずる嚥下調整分類表を参考にしております。 
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 １２月16日（金）から１２月24日（土）までの期間、通所リハビリではクリスマス

週間を行いました。ご利用者様に対して、ビンゴ大会と紙芝居を披露しました。 

 最後にサンタが登場！暖かいくつ下をプレゼントしました。プレゼントを受け取った

皆様は大喜びでした♪♪ 

第17回 

    立ち上がり訓練の様子    ご利用者様の作品     タオルを畳む作業の様子

 3Bユニットでは、現在男性2名・女性8名のご利用者様が生活されています。ユニットに

は100歳を超えるご高齢の方もおり、今でも握る手が力強く、日々、人間の持っているパ

ワーのようなものを感じています。 

 リビングにある窓からは、目の前に大きな木々が見え、変化する葉の色や揺れる枝葉で季

節や風の流れを感じられます。ユニット内でもご利用者様に助言を頂いたりしながら季節に

合った飾り付けをしています。また、積極的に洗い物などのお手伝いをして下さるご利用者

様もおり、『役割』としてある事が、やる気に繋がっているように思います。 

 個人リハビリとしても、立ち上がりや歩行練習、またタオルや枕カバーを畳む作業、塗り

絵など好きな事や簡単でも出来る事を行って頂く事で、ハリのある生活に繋げられる様、心

掛けています。 

 最後に…玄関を入ると、いつもおなじみの顔が出迎えてくれます。元気な顔を見て1日の

スタートです！ 

リハパークサンタ登場！ プレゼントは暖かい靴下 



 あけましておめでとうございます。今回は

舞岡の歴史と先日お伺いしました舞岡八幡宮

についてご説明します。 

 元々、舞岡の辺りは「腰村」と呼ばれてい

ましたが、1302年（鎌倉時代）に白旗が空

に舞うという怪奇な出来事を機に舞岡村と呼

ぶようになりました。その頃に舞岡八幡宮も

建立されました。舞岡八幡宮の鳥居から伸び

る参道の両側には田圃が広がり田園風景が

残っており、多くの道祖神や庚申塔が祀られ

ております。 

 皆様もぜひ、自然あふれる舞岡の地を散歩

してみてはいかがでしょうか。 

次号 ひまわり第18号は4月上旬発行予定です。 

  看護師からの 

  健康マメ知識 

 リハパーク舞岡では医師をはじめ看護師、理学

療法士、作業療法士、管理栄養士、介護福祉士等

の様々な専門職が相互に連携し、通所リハビリ

テーション・ショートステイ・入所サービスの３

つのサービスを提供することで地域の高齢者の皆

様の在宅生活をサポートしています。 

 介護でお困りのことがあればお気軽に当施設へ

ご連絡ください。専門の相談員が明るく・親身

に・丁寧にご相談を受けさせていただきます。 

 また施設内の見学や通所リハビリの体験利用も

随時受け付けております。こちらもお気軽にご連

絡ください。またショートステイの空き情報は当

施設のホームページからもご確認いただけます。 

  

※連絡先 介護老人保健施設 リハパーク舞岡 

 ＴＥＬ ０４５－８２５－３３８８ 

 ＦＡＸ ０４５－８２５－３１３３ 

  

◎通所リハビリテーション担当 田中（たなか） 

◎ショートステイ・入所担当  小山（こやま） 

               宗形（むなかた） 

 リハパーク舞岡ではボランティアをして下さ

る方を大募集しています！！ 

 お時間のある時だけ、気の向いた時だけでも

結構です。ご興味、ご関心のある方はお気軽に

ボランティア担当の吉岡（よしおか）までご連

絡ください！ 

 

第17回 ノロウィルス予防しましょう！ 

○ノロウイルスは11月～1月に多発します。 

○どうやって感染するのか？：感染している人の便、吐物から感染。 

 汚染された食品や二枚貝（カキなど）を生、あるいは十分加熱せず 

 に食べた場合。汚染された食品を加工した時の調理器具。 

○予防法：石鹸でしっかり（15秒以上）手を洗う。食品をしっかり加 

 熱（85℃で1分以上）し火を通して食べる。便や吐物の処理は素手 

 で触らず必ず使い捨ての手袋を使う。消毒は市販の塩素系漂白剤 

 （キッチンハイター等）を薄めて使用する。アルコール消毒は効果 

  ありません。 

 

☆万が一ノロウイルスに感染してしまったら家族や他人への集団感染 

 をおこさないための気遣いが必要になってきます。しっかり予防し   

 て冬を乗り切りましょう。 
看護師 春日サユミ 

支援相談員 宗形 高明 


